
八
月
十
二
日
附 

御
手
紙
拝
見 

久
々
御
無
音
、
君
が 

今
に
生
き
て
居
る
と
は
夢
に
だ
も 

覚
ヘ
ざ
る
処
に
御
座
候 

ハ
ワ
イ
に
て
袂
を
別
ち
て
已
に
五
ヶ
年 

自
後
吾
は
猫
額
大
之
沖
縄 

に
て
駈
け
廻
ま
わ
り
何
の
得
る 

所
な
き
も
沖
縄
人
を
し
て
海
外 

志
想
に
狂
奔
す
る
に
至
る
迄 

発
展
せ
し
め
、
今
や
ハ
ワ
イ
（
四
千
） 

メ
キ
シ
コ 

ペ
ル
ー
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア 

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ナ
ダ
に
凡
そ
五
千
人 

出
稼
ぎ
せ
し
め
今
や
県
民
は
海
外 

行
の
外
夜
も
明
け
ざ
る
の
有
様
に 

候 

然
し
て
吾
は
精
神
的
に 

大
損
失
を
来
せ
し
も
物
質
的
に 

大
成
効
（
五
年
前
よ
り
云
へ
ば
）
吾
が
一
生
は 

那
覇
に
終
る
の
外
道
な
し
と
決
心
し 

当
地
第
一
等
風
景
好
き
高
寺 

と
云
ふ
古
寺
地
を
買
ひ
求
め 

凡
そ
四
千
円
位
を
散
ら
し
て 

殆
ど
首
里
城
に
擬
す
る
位
の 

大
家
に
意
気
豪
然
沖
縄 

を
呑
む
の
慨
を
示
し
居
り
候 

然
し
て
尚
ほ
余
ま
す
処
一
萬
円 

当
地
に
於
て
は
大
概
の
事
業
は 

成
す
事
を
得
べ
く
候 

随
て 

社
会
の
信
用
も
今
は
相
応
に 

有
之
吾
れ
乍
ら
夢
か
と 

思
ふ
の
み
に
有
之
候 

目
下
事
業
の
設
計 

移
民
業
は
勿
論
其
他
の
商
業 

に
も
設
計
す
可
き
余
地
充
分 

有
之
候
へ
共
人
物
な
き
に
苦
心 

致
し
居
り
候
、
君
意
あ
ら
ば
速
に 

帰
り
見
よ 

沖
縄
は
七
十
萬
円
（
政
府
よ
り
） 

之
那
■
■
築
港
を
控
ヘ
内
務 

省
よ
り
年
之
五
萬
円
の
糖
務
局 

（
砂
糖
の
模
範
製
造
場
）
西
原
我
謝
馬 

場
近
所
に
設
け
ら
れ
居
り
候 

移
民
事
業
に
対
す
る
吾
の
方
針 

同
業
は
吾
の
生
命
と
す
る
処
に
て 

本
業
に
就
て
は
長
崎
神
戸
、 

横
濱
の
何
れ
か
移
民
の
便
宜
と 

時
機
に
応
じ
其
一
ヶ
所
又
は
三
ヶ
所 

を
第
二
中
心
点
と
し
沖
縄 

を
第
一
中
心
点
と
し
ア
メ
リ
カ
、 

ハ
ワ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
其
他
時
の 

趨
勢
を
視
て
相
連
絡
す
る 

方
法
を
設
け
沖
縄
人
を
移
住
せ
ん 

と
決
心
し
神
戸
に
て
は
（
目
下
は
同
地
が 

移
民
の
出
発
隆
盛
地
）
金
城
時
男 

（
旧
千
代
松
、
羽
地
の
人
）
大
に
設
計
せ
し
め 

同
地
有
力
な
る
人
々
相
糾
合
し 

県
参
事
会
員
堀
林
ノ
助 

坪
田
十
郎 

弁
護
士
野
添
華
硯
、
家
島
忠 

亭
氏
等
を
利
用
し
て
殖
民 

業
の
機
関
と
し
て
は
殖
民
新
聞 

（
吾
の
資
本
）
を
発
刊
し
方
法
と
し
て
は 

共
済
組
合
殖
民
同
志
会
已
に
設
立 

済
に
相
成
居
り
候 

然
し
て
同
志
会
の 

目
的
は
日
本
全
国
よ
り
出
稼
移
民
を
会
に
加 

入
せ
し
め
海
外
に
於
け
る
尖■

（
主
に
不
合
格
） 

者
を
救
済
す
る
に
有
之
候 

右
は
時
男
に
一
任
す 

吾
は
沖
縄
の
第
一
中
心
点
に
全
力
を
注
ぐ
事
と
し 

た
り
扨
て
沖
縄
県
に
就
て
は
県
民
の 

迷
ふ
程
進
み
来
り
し
と
共
に
三
十
八
年 

よ
り
種
々
の
奸
人
入
り
来
り
大
に 

良
民
を
誘
惑
し
詐
取
を
な
す
事 

極
点
に
達
し
居
り
候 

其
大
な
る
も
の
移
民
見
世
金
借
用
証
を
種
に 

百
円
金
の
詐
取
を
企
て
居
る
事 

五
千
人
と
す
れ
ば
五
十
萬
円 

吾
は
見
る
に
不
忍
去
る
八
月
よ
り
移 

民
新
報
な
る
も
の
を
独
力
に
て
発
刊 

し
大
に
弁
護
を
試
み
居
り
候 

之
れ
を
根
本
と
し
て
民
心
を
固
め
可
申 

候 

新
聞
は
久
夫
方
に
送
附
せ
り
見
よ 

御
申
越
の
金
融
の
件
沖
縄
に
て 

極
度
の
必
要
で 

三
十
七
年
に
出
来
居
る
国
頭
銀
行
は
小
な
る
を
以
て 

平
良
保
一
（
頭
取
支
配
）
中
頭
島
尻
に
三
郡 

と
し
大
銀
行
設
計
を
三
十
八
年
末
小
生
よ
り 

説
き
二
（
中
、
島
）
賛
同
し
共
立
銀
行 

と
命
名
し
将
に
な
ら
ん
と
す
る
の
際 

国
頭
が
二
倍
の
資
本
と
二
倍
の
重
役 

を
出
さ
う
と
し
た
る
為
め
遂
に
議
纏
ま 

ら
ず
し
て
島
尻
全
部
及
中
頭
の
一
部 

と
な
り
実
業
と
云
ふ
銀
行
を
設
計
す
る
事 

に
な
り
国
頭
全
部
と
中
頭
の
一
部 

と
共
立
を
造
る
事
に
目
下
各
々
設
計 

中
な
り
何
時
に
成
就
す
る
や 

大
に
将
来
の
見
物
に
候 

吾
は
両
分
し
て
か
ら
は
何
れ
に
も
関
せ
ず 

中
立
に
有
之
候 

右
の
有
様
故
君
考
へ
あ
ら
ば
直
に 

返
れ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
寄
る
必
要
は
少
し
も 

無
之
候 

君
の
帰
り
■
に
桑
港
の
沖
縄
地
方
人
を
集
め 

沖
縄
に
目
下
起
り
居
る
見
世
金
問
題 

（
新
聞
を
見
て
）
を
説
き
本
金
を
詐
取
せ
ら
れ 

ざ
る
様
に
す
る
に
は 

沖
縄
に
て
久
三
が 

組
織
し
居
る 

移
民
協
会
を
盛
に 

し
て
同
機
関
（
移
民
新
聞
）
に
て
奸
物
を 

筆
誅
す
る
に
あ
り
然
ら
ざ
れ
ば
見
世 

金
の
百
円
（
元
利
共
）
其
次
は
契
約
証 

ハ
ワ
イ
に
三
年
居
て
帰
る 

別
国
に
は 

行
ぬ
と
契
約
し
た
る
別
紙
の
百
円 

も
取
ら
れ
る
合
計
二
百
円
の
元
利
が 

詐
取
せ
ら
る
る
か
ら
と
説
き
桑 

港
支
部
を
設
け
て
大
に
相
声
援
す
る 

様
に
説
き
ハ
ワ
イ
に
て
渡
さ
れ
し
百
円
の 

預
金
証
を
大
切
に
保
管
し
可
成 

父
兄
に
送
り
置
き
父
兄
へ
は 

久
三
の
協
会
に
加
入
し
詐
取
せ
ら
れ
ざ
る 

様
に
す
可
し
と
申
越
し
置
く
様
説
明 

し
て
帰
れ 

本
金
の
性
質
君
知
る
や
否
や
本
金 

が
払
ふ
可
ら
ざ
る
は
何
人
も
知
る
処
他
県
に 

於
て
は
斯
る
事
な
し
然
る
に
沖
縄
に
於 

て
斯
く
す
る
は
県
人
の
愚
に
乗
じ 

代
理
人
星
野
茂
一 

代
理
人
大
津
民
作 

代
理
人
古
嶋
、
無
職
の
詐
欺
師
田
淵
益
蔵 

右
入
り
来
り
た
る
も
の
が
詐
取
を
企
て 

た
る
に
依
る
八
月
移
新
発
刊
以
来 

大
に
驚
き
田
淵
は
早
や
逃
げ
た 

此
新
報
さ
へ
盛
に
発
刊
す
れ
ば
充
分 

成
効
す
る
間
違
な
し 

弟
又
助
も
十
月
頃
帰
県
の
筈
に
候 

 

九
月
十
七
日 

久
三 

新
助
君 
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